
山鹿市告示第８６号  

 

山鹿市情報公開事務取扱要綱の一部を改正する要綱を次のように定める。 

 

令和７年４月１０日 

山鹿市長 早 田 順 一   

 

 

山鹿市情報公開事務取扱要綱の一部を改正する要綱 

 

山鹿市情報公開事務取扱要綱（平成１７年山鹿市告示第６号）の一部を次のように改正す

る。 

第２条並びに第３条第２号及び第３号中「すべて」を「全て」に改め、同条第４号中「及

び機器」を削り、同条第５号中に次のただし書を加える。 

 ただし、病院事業及び消防本部にあっては、当該交付費用の徴収を当該実施機関におい

て処理することができるものとする。 

第４条第２号中「検索」の次に「及び特定」を加える。 

第５条中「文書事務取扱規程」を「文書規程」に改める。 

第６条第４号中「同条第５項」を「同条第５号」に改める。 

第７条第１項第５号エ中「付されて」の次に「おり、必要事項が記入されて」を加え、同

項第７号中「、当該開示請求書の写しを交付するとともに」を削り、同号オ中「切手」を「費

用」に、「提出する」を「支払う」に改める。 

第９条第１項第３号イ中「（定義）」を削り、同号ウ中「第５条」を「第５条各号」に改め、

同項第６号後段を削り、同号ア及びウ中「すべて」を「全て」に改め、同条第３項第１号エ

(ｱ)中「郵送」の次に「又は電子情報処理組織を使用する方法（以下「電子メール」という。）」

を加え、同号カ中「郵送」の次に「又は電子メール」を加える。 

第１０条第１項第３号中「検索」の次に「し、及び特定」を加える。 

第１１条第１項及び第３項第３号並びに第１２条第１号中「すべて」を「全て」に改める。 

第１３条第４項第１号中「文書及び図画（（」を「文書、図画及び写真（以下「文書等」と

いう。）（（」に、「文書及び図画を」を「文書等を」に、「文書及び図画の写し」を「文書

等の写し又は当該文書等をスキャナにより読み取って電磁的記録による写し」に改め、同項

第５号中「紙に出力したものを」を（「用紙又は専用機器に出力したものを」に、「紙に出力

したものの写し」を（「用紙に出力したものの写し、電磁的記録を複製したもの（汎用性の高

い閲覧用のものに変換して電磁的記録による写しを作成する場合を含む。）」に改め、同号

ア中「紙」を「用紙」に改め、同条第７項第３号中「費用及び」の次に「閲覧時に」を加え、

「紙」を「用紙」に改め、同号ア(ｱ)中（「により」の次に「用紙に印刷して」を加え、（「以内」

を「までの大きさ」に改め、同号ア(ｱ)後段を削り、同号ア中(ｳ)を(ｵ)とし、(ｲ)を(ｴ)とし、

(ｱ)の次に次のように加える。 

(ｲ) スキャナにより読み取って電磁的記録による写しを作成する場合は、Ａ列３番

までの大きさの用紙１ページにつき１０円とし、これを超える大きさのものにつ



いては、当該写しを作成する場合に要する実費相当額とする。 

(ｳ) 電磁的記録を複製する場合（汎用性の高い閲覧用のものに変換して電磁的記録

による写しを作成する場合を含む。）は、ページ数がある電磁的記録にあっては

１ページにつき１０円とし、ページ数がない電磁的記録にあっては１ファイルに

つき２１０円とする。 

第１３条第７項第３号イ中「原則として切手により」を「公文書の写しの作成に要する費

用と併せて」に改め、同項第４号ただし書中「切手の送付」を「費用の納付」に、「当該費

用等」を「当該費用」に改め、（「及び当該写しの作成に要した費用の領収書」を削り、同条

第８項第１号中「文書及び図画」を「文書等」に改め、同項第４号中「紙に出力されたもの

について、」を削る。 

第１４条第４項第３号中「３か月」を「３月」に改め、同条第５項中「配達証明付き郵便

により」を削る。 

第１５条第１項中「配達証明付郵便」を「配達証明付き郵便」に改める。 

第１９条第１項後段を削る。 

様式第２号中「□閲覧（□閲覧 □視聴）   □写しの交付（□郵送希望）」を「□閲覧 

□写しの交付（□郵送希望・□電子メール希望（送付先メールアドレス     ））」に

改め、「（送付日  年  月  日）」を削る。 

 

附 則 

 この要綱は、令和７年５月１日から施行する。 


